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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体液中の少なくとも１つの成分の特性を検知するためのセンサーチップと、
　前記センサーチップが接続されて、前記成分の特性を演算する演算手段を有する測定装
置本体と、
　少なくとも１つの前記センサーチップが収納または包装されたセンサーチップ収納体と
、
　前記測定装置本体および前記センサーチップ収納体が収納される収納ケースと、
　前記センサーチップ収納体に付設または表示されたパラメータ記録手段であって、前記
測定装置本体の前記演算手段で演算する際に使用される少なくとも１つのパラメータが記
録されたパラメータ記録手段と、
　前記測定装置本体に備えられたパラメータ受取手段であって、前記パラメータ記録手段
に記録されている前記パラメータを受け取るパラメータ受取手段と、
　前記測定装置本体および前記センサーチップ収納体が前記収納ケース内に収納された状
態で、前記パラメータ記録手段に記録されている前記パラメータが該測定装置本体のパラ
メータ受取手段へ自動的に転送される転送手段とを備えたことを特徴とする体液成分分析
システム。
【請求項２】
　体液中の少なくとも１つの成分の特性を検知するためのセンサーチップと、
　前記センサーチップが接続されて、前記成分の特性を演算する演算手段を有する測定装
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置本体と、
　少なくとも１つの前記センサーチップが収納または包装されたセンサーチップ収納体と
、
　前記測定装置本体および前記センサーチップ収納体が収納される収納ケースと、
　前記センサーチップ収納体に付設または表示されたパラメータ記録手段であって、前記
測定装置本体の前記演算手段で演算する際に使用される少なくとも１つのパラメータが記
録されたパラメータ記録手段と、
　前記測定装置本体に備えられたパラメータ受取手段であって、前記パラメータ記録手段
に記録されている前記パラメータを受け取るパラメータ受取手段と、
　前記収納ケース内に備えられた転送手段であって、前記測定装置本体および前記センサ
ーチップ収納体が該収納ケースに収納された状態で、前記パラメータ記録手段の前記パラ
メータを読み取って該測定装置本体の前記パラメータ受取手段へ自動的に転送する間接的
転送方式の転送手段とを備えたこと特徴とする体液成分分析システム。
【請求項３】
　前記転送手段が前記収納ケースから取り外し可能に取り付けられていることを特徴とす
る請求項２に記載の体液成分分析システム。
【請求項４】
　前記パラメータは、前記センサーチップの性能のばらつきを修正するための校正情報で
あることを特徴とする請求項１又は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項５】
　前記転送手段による前記パラメータの転送は、前記測定装置本体及び前記センサーチッ
プ収納体が前記収納ケース内で位置決めされた状態で実行されることを特徴とする請求項
１又は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項６】
　前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との間で前記パラ
メータを電気接点によって転送する電気的転送方式に構成されていることを特徴とする請
求項１又は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項７】
　前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との間で前記パラ
メータを光学的に転送する光学的転送方式に構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項８】
　前記光学的転送方式によって前記パラメータ記録手段から前記パラメータ受取手段へ転
送されるパラメータの光学情報はバーコードであることを特徴とする請求項７記載の体液
成分分析システム。
【請求項９】
　前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との間で前記パラ
メータを音響的に転送する音響的転送方式に構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項１０】
　前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との間で前記パラ
メータを電波的に転送する電波的転送方式に構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の体液成分分析システム。
【請求項１１】
　前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との間で前記パラ
メータを電磁的に転送する電磁的転送方式に構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の体液成分分析システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ブドウ糖やヘモグロビン等の体液中の成分を定量あるいは定性的に分析する
体液成分分析システムに関する。より詳しくは、体液中の成分の特性に応じて反応する反
応部分を有するセンサーチップと接続されて該成分の該特性を演算する演算手段を有する
測定装置本体と、センサーチップを収納または包装したセンサー容器等のセンサー収納体
と、該測定装置本体と該センサー収納体とを収納する収納ケースからなる体液成分分析シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、指、腕、耳などの皮膚を穿刺し、微小量の血液を採取し、採取した血液を用
いて血液中の種々の成分を測定することが行われている。特に、血糖値の測定は、糖尿病
患者の状態をモニターするために重要であり、日常の血糖値の変動を患者自身がモニター
する自己血糖測定が推奨されてきている。また、近年、糖尿病患者が増加してきており、
簡便で苦痛のない測定方法、測定手段が求められてきている。
【０００３】
　この血糖値の測定は、グルコースオキシダーゼやグルコースデヒドロゲナーゼ等の酵素
がブドウ糖を酸化する反応を用いて行われる場合が多い。現在、血中のブドウ糖量に応じ
て呈色する試験紙を装着し、該試験紙に血液を供給、展開して呈色させ、その呈色の度合
いを光学的に測定（測色）して血糖値を定量化する比色式の方法（例えば、特許文献１参
照）、あるいは上記の酵素反応の生成物を電気的に測定する電極式の方法（例えば、特許
文献２参照）等による血糖測定装置を用いて行われている。
【０００４】
　これらの測定方法においては、皮膚穿刺専用器具を用いて、ランセットと称される針状
や小刀状の穿刺手段によって患者の指先等の皮膚に傷を形成して血液等の体液を出液させ
た後、その体液を別に準備した試験紙あるいは電極センサー等を有する試験片に移し、血
糖測定装置で測定する（例えば、特許文献３参照）。
【０００５】
　上記試験紙や電極センサーの製造ロット等のばらつきを補正するため、センサーチップ
にセンサーの性能のばらつきを補正するパラメータを記録して用いるもの（例えば、特許
文献４参照）や、センサーチップのロット毎にパラメータを記録したメモリキーを用い、
測定装置本体にメモリーを装着してパラメータを装置に読み込むもの等が知られている（
例えば、特許文献５及び特許文献６参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６３－１０１７５７号公報
【特許文献２】特開昭６０－０１７３４４号公報
【特許文献３】特開平０７－１６７７８６号公報
【特許文献４】特開平０７－２０９２４２号公報
【特許文献５】特表平０８－５０２５９０号公報
【特許文献６】特表平１１－５１０９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記メモリキーの使用等によれば、ロットが変わった際に、その都度メ
モリキー等を差し換えなければならず、使用者にとって煩わしいものである。
【０００８】
　本発明は、このような従来技術が有していた問題を解決するものであり、センサーチッ
プのロットが変わった際に、使用者がその都度メモリキー等を差し換える必要がない、簡
便な体液成分分析システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記の目的は、以下の（１）から（１１）の本発明の構成により達成される。即ち、
　（１）本発明による体液成分分析システムは、体液中の少なくとも１つの成分の特性を
検知するためのセンサーチップと、前記センサーチップが接続されて、前記成分の特性を
演算する演算手段を有する測定装置本体と、少なくとも１つの前記センサーチップが収納
または包装されたセンサーチップ収納体と、前記測定装置本体および前記センサーチップ
収納体が収納される収納ケースと、前記センサーチップ収納体に付設または表示されたパ
ラメータ記録手段であって、前記測定装置本体の前記演算手段で演算する際に使用される
少なくとも１つのパラメータが記録されたパラメータ記録手段と、前記測定装置本体に備
えられたパラメータ受取手段であって、前記パラメータ記録手段に記録されている前記パ
ラメータを受け取るパラメータ受取手段と、前記測定装置本体および前記センサーチップ
収納体が前記収納ケース内に収納された状態で、前記パラメータ記録手段に記録されてい
る前記パラメータが該測定装置本体のパラメータ受取手段へ自動的に転送される転送手段
とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　（２）また、本発明による体液成分分析システムは、体液中の少なくとも１つの成分の
特性を検知するためのセンサーチップと、前記センサーチップが接続されて、前記成分の
特性を演算する演算手段を有する測定装置本体と、少なくとも１つの前記センサーチップ
が収納または包装されたセンサーチップ収納体と、前記測定装置本体および前記センサー
チップ収納体が収納される収納ケースと、前記センサーチップ収納体に付設または表示さ
れたパラメータ記録手段であって、前記測定装置本体の前記演算手段で演算する際に使用
される少なくとも１つのパラメータが記録されたパラメータ記録手段と、前記測定装置本
体に備えられたパラメータ受取手段であって、前記パラメータ記録手段に記録されている
前記パラメータを受け取るパラメータ受取手段と、前記収納ケース内に備えられた転送手
段であって、前記測定装置本体および前記センサーチップ収納体が該収納ケースに収納さ
れた状態で、前記パラメータ記録手段の前記パラメータを読み取って該測定装置本体の前
記パラメータ受取手段へ自動的に転送する間接的転送方式の転送手段とを備えたこと特徴
とする。
【００１１】
　（３）そして、前記転送手段は、前記収納ケースから取り外し可能に取り付けられてい
る。
【００１２】
　（４）また、前記パラメータは、前記センサーチップの性能のばらつきを修正するため
の校正情報である。
【００１３】
　（５）さらに、前記転送手段による前記パラメータの転送は、前記測定装置本体及び前
記センサーチップ収納体が前記収納ケース内で位置決めされた状態で実行される。
【００１４】
　（６）なお、前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との
間で前記パラメータを電気接点によって転送する電気的転送方式に構成されるようにして
もよい。
【００１５】
　（７）また、前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との
間で前記パラメータを光学的に転送する光学的転送方式に構成されるようにしてもよい。
【００１６】
　（８）前記光学的転送方式によって前記パラメータ記録手段から前記パラメータ受取手
段へ転送されるパラメータの光学情報はバーコードである。
【００１７】
　（９）また、前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段との
間で前記パラメータを音響的に転送する音響的転送方式に構成されるようにしてもよい。
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【００１８】
　（１０）さらに、前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段
との間で前記パラメータを電波的に転送する電波的転送方式に構成されるようにしてもよ
い。
【００１９】
　（１１）さらに、前記転送手段は、前記パラメータ記録手段と前記パラメータ受取手段
との間で前記パラメータを電磁的に転送する電磁的転送方式に構成されるようにしてもよ
い。
【発明の効果】
【００２０】
　上記のように構成された本発明の体液成分分析システムは、少なくとも１つのセンサー
チップが収納または包装されているセンサー収納体と測定装置本体が収納ケース内に収納
されると、センサー収納体に付設または表示されているパラメータ記録手段からセンサー
チップの少なくとも１つのパラメータが測定装置本体のパラメータ受取手段へ転送手段に
よって自動転送されて、測定装置本体のパラメータの校正が自動的に行われる。従って、
センサーチップのロットが変わった際に、その都度センサーチップを測定装置本体に装着
しなくても、パラメータの校正を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】本発明を適用した体液成分分析システムの実施の形態における測定装置本体と
センサーチップの斜視図及びセンサーチップの拡大斜視図である。
【図１Ｂ】本発明を適用した体液成分分析システムの実施の形態における測定装置本体と
センサーチップの斜視図及びセンサーチップの拡大斜視図である。
【図２】本発明の体液成分分析システムの実施の形態を説明するブロック図である。
【図３Ａ】本発明の体液成分分析システムの実施の形態におけるセンサーチップ収納体を
示した斜視図である。
【図３Ｂ】本発明の体液成分分析システムの実施の形態におけるセンサーチップ収納体を
示した斜視図である。
【図４】本発明の体液成分分析システムにおけるパラメータの電気的転送方式を説明する
斜視図である。
【図５】本発明の体液成分分析システムにおけるパラメータの光学的転送方式を説明する
斜視図である。
【図６】本発明の体液成分分析システムにおけるパラメータの音響的転送方式を説明する
斜視図である。
【図７】本発明の体液成分分析システムのパラメータの電波的転送方式を説明する斜視図
である。
【図８】本発明の体液成分分析システムのパラメータの非接触転送方式を説明する斜視図
である。
【図９】本発明の体液成分分析システムの収納ケースを媒体としたパラメータの転送方式
を説明する斜視図である。
【図１０】本発明の体液成分分析システムの収納ケースを媒体としたパラメータの転送方
式であって、転送機能部を取り外し可能に構成したものを説明する斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明を適用した体液成分分析システムの実施の形態を図を参照して説明する。
【００２３】
　図１Ａ及び図１Ｂは、センサーチップ１と血糖値測定装置本体等の測定装置本体１１と
を概略的に示したものであって、センサーチップ１には血糖値等の成分反応部分２と電極
端子３とを有している。また、測定装置本体１１の先端にはセンサーチップ１が脱着可能
に装着されるスリット等のセンサーチップ装着部１２、血糖値等の成分をデジタル表示す
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る液晶パネル等の成分表示部１３やスイッチボタン等のスイッチ部１４等が設けられてい
る。
【００２４】
　使用に際しては、センサーチップ１の電極端子３部分を測定装置本体１１のセンサーチ
ップ装着部１２内に脱着可能に装着する。
【００２５】
　そして、穿刺具等によって患者の手指等を穿刺して血液等の体液を滲出させた後、測定
装置本体１１の先端に装着されているセンサーチップ１の成分反応部分２にその滲出した
血液等の体液を点着させる。そして、スイッチ部１４をＯＮすることにより、体液中の血
糖値等の成分の値等が成分表示部１３にデジタル表示されるものである。
【００２６】
　次に、本発明の体液成分分析システムの詳細について説明する。
【００２７】
　まず、図２は、体液成分分析システムの概要を説明するブロック図であり、この体液成
分分析システムは、センサーチップ１の製造ロットの違い等による性能のばらつきを修正
するための自動校正操作を収納ケース３１内で自動的に行うようにしたものである。
【００２８】
　なお、図３Ａは、同一製造ロットで、多数（例えば２０個～５０個）のセンサーチップ
１を内部空間であるセンサーチップ収納空間２０に収納した開閉蓋２１付きの容器である
センサーチップ収納体２２を示していて、図３Ｂは、１個～数個の少数のセンサーチップ
１を包装体２３で包装したセンサーチップ収納体２４を示したものである。４４は、バー
コードであり、後述の光学的伝送方式によってパラメータを取得する場合に用いられる。
【００２９】
　そして、図２の体液成分分析システムは、これら２つのセンサーチップ収納体２２、２
４の何れでも実施することができるが、ここでは、図３Ａに示したセンサーチップ収納体
２２の使用例を示している。
【００３０】
　つまり、収納ケース３１内には、測定装置本体１１の位置決め部３２と、センサーチッ
プ収納体２２の位置決め部３３とが隣接して形成されていて、これらの位置決め部３２、
３３内にそれぞれ測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２とが収納されて位置決め
される。
【００３１】
　この際、センサーチップ収納体２２の一方の側面等には、内部に収納されているセンサ
ーチップ１の性能のばらつきを修正するための校正情報（センサ出力の校正係数等）であ
る少なくとも１つのパラメータが記録されたパラメータ記録手段３４が付設または表示さ
れていて、測定装置本体１１の対向する側面には、パラメータ受取手段３５が付設されて
いる。なお、パラメータ記録手段に格納されているパラメータは、収納ケース３１に収め
られている各センサーチップに関して共通のパラメータとなっている。つまり、パラメー
タはロッド毎に同一のものが用いられる。
【００３２】
　そして、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２をそれぞれの位置決め部３２、
３３内に挿入して位置決めすると、これらのパラメータ記録手段３４とパラメータ受取手
段３５が互いに接触、近接等される。
【００３３】
　すると、転送手段３６によってセンサーチップ収納体２２のパラメータ記録手段３４か
ら測定装置本体１１のパラメータ受取手段３５にセンサーチップ１の少なくとも１つのパ
ラメータが自動的に転送されて、演算部１５に入力される。そして、センサーチップ１の
製造ロットの違い等による性能のばらつきが自動的に修正されて、記憶部１６で記憶され
ることになる。なお、図２に示されているように、測定装置本体１１は測定部１７、電源
部１８、警報手段であるブザー１９等を備えていて、前述した血糖値等の体液の成分測定



(7) JP 4405967 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

時には、スイッチ部１４のＯＮにより、測定部１７で測定した体液の成分の特性を演算部
１５で演算し、記憶部１６に記憶させると共に、表示部１３でその特性値をデジタル表示
する。そして、測定ミスが発生した場合や特性が基準値を超えていた場合等の時にはブザ
ー１９で警報する等の測定システムが実行されるように構成されている。
【００３４】
　次に、図４～図８によって、本発明の体液成分分析システムの具体例について説明する
。
【００３５】
　初めに、図４の体液成分分析システムは、転送手段３６として、電気的転送方式を用い
た例を示したものであって、センサーチップ収納体２２のパラメータ記録手段３４と測定
装置本体１１のパラメータ受取手段３５とが少なくとも一対の電気接点４１、４２によっ
て構成されている。なお、収納ケース３１内には、測定装置本体１１及びセンサーチップ
収納体２２の輪郭線に沿って型抜きされた位置決め部３２、３３が隣接されて形成されて
いて、これらの隣接部には転送手段３６が挿入される挿通部３７が切り欠かれている。そ
して、例えば、位置決め部３２内の底部等に検出スイッチ４３が配置されている。この検
知スイッチ４３は、収納ケース３１に測定装置本体１１が装着されたことを検知するスイ
ッチであり、機械的スイッチや電気的スイッチ等、装着が検知できればどんなスイッチで
あっても良い。
【００３６】
　そこで、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２を収納ケース３１のそれぞれの
位置決め部３２、３３内に正しくセット（挿入して位置決めすること）すると、挿通部３
７にて、これらの電気接点４１、４２が相互に接触される。そして、例えば、位置決め部
３２内に測定装置本体１１がセットされたことが、検出スイッチ４３によって検知される
。すると、センサーチップ収納体２２から測定装置本体１１へのパラメータの自動転送が
実行されることになる。そして、このパラメータの自動転送動作は、一定時間間隔（例え
ば１時間毎））に連続して実行されるように設定されている。このように、本発明では、
収納ケース３１に測定装置本体１１及びセンサーチップ収納体２２が装着されるだけで、
その後は、定期的にかつ自動的にパラメータがセンサーチップ収納体２２から測定装置本
体１１に転送されるので、使用者の手を煩わせることなく（無意識で）、パラメータの校
正を行うことができるので、便利である。なお、一度パラメータ校正処理を行った場合に
は、測定装置本体１１及び／又はセンサーチップ収納体２２が取り出されるまで（取り出
されたことの検知も検出スイッチ４３で行う）パラメータの自動転送を停止することによ
り、処理を簡略化しても良い。
【００３７】
　次に、図５は転送手段３６として、光学的転送方式を用いた例を示したものであって、
センサーチップ収納体２２のパラメータ記録手段３４がバーコード４４（図３Ｂ参照）等
の光学的に読み取りが可能な表示手段によって構成されている。一方、測定装置本体１１
のパラメータ受取手段３５がＬＥＤ等の発光素子４５とフォトトランジスタ等の受光素子
４６とからなる光反射方式の読取手段に構成されている。
【００３８】
　そして、前述同様に、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２を収納ケース３１
のそれぞれの位置決め部３２、３３内に正しくセットすると、挿通部３７にて、発光素子
４５によってバーコード４４が照明され、その反射光が受光素子４６で受光されて、バー
コード４４等で表示されているパラメータがセンサーチップ収納体２２から測定装置本体
１１へ前述同様に自動転送されるものである。
【００３９】
　なお、この光学的転送方式においては、バーコード４４等を使用することができるので
、センサーチップ収納体として、図３Ｂに示した１個～数個の少数のセンサーチップ１を
包装体２３で包装したセンサーチップ収納体２４を使用することが十分に可能である。
【００４０】
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　次に、図６は、転送手段３６として、音響的転送方式を用いた例を示したものであって
、センサーチップ収納体２２のパラメータ記録手段３４が音響によって振動する音響的発
振信手段４７で構成されていて、測定装置本体１１のパラメータ受取手段３５が音響を送
受信する音響的送受振手段（例えば、電話のパルス波やプッシュ波等の高周波等を用いる
もの）４８で構成されている。
【００４１】
　そして、前述同様に、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２を収納ケース３１
のそれぞれの位置決め部３２、３３内に正しくセットすると、挿通部３７にて、音響的送
受振手段４８から高周波等が発振されて、音響的発振手段４７が振動されると、パラメー
タがセンサーチップ収納体２２から測定装置本体１１へ前述同様に自動転送されるもので
ある。
【００４２】
　次に、図７は、転送手段３６として、電波的転送方式を用いた例を示したものであって
、センサーチップ収納体２２のパラメータ記録手段３４が電波的発信手段４９で構成され
ていて、その測定装置本体１１のパラメータ受取手段３５が電波的送受信手段５０で構成
されている。
【００４３】
　そして、前述同様に、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２を収納ケース３１
のそれぞれの位置決め部３２、３３内に正しくセットすると、挿通部３７にて、電波的送
受信手段５０から発信された電波の反射等によって電波的発信手段４９からその電波的送
受信手段５０へ電波情報が送られるようにして、パラメータがセンサーチップ収納体２２
から測定装置本体１１へ前述同様に自動転送されるものである。
【００４４】
　次に、図８は、転送手段３６として、非接触の近距離転送方式を用いた例を示したもの
であって、収納ケース３１内の広く開放された収納部３１ａ内には測定装置本体１１及び
センサーチップ収納体２２の位置決め部は形成されていない。従って、測定装置本体１１
及びセンサーチップ収納体２２はそれぞれ位置規制されることなく収納部３１ａ内に収納
されている。そして、収納部３１ａ内の底部等には前述した電波的（電磁的）転送方式、
音響的転送方式等の非接触式転送手段５１が配置されている。そこで、センサーチップ収
納体２２が接近されると、パラメータ記録手段３４のパラメータが非接触式転送手段５１
によって読み取られて、測定装置本体１１のパラメータ受取手段３５に送信される自動転
送が行われるものである。この構成を採れば、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体
２２の位置決めをする必要がなく、両者は収納ケース３１内で動いてしまっても良い。矢
印ＡＢはそのことを表している。ただ、検出スイッチ４３のようなもので、両者が収納ケ
ース３１に収められていることは検知しなければならないので、検出スイッチ４３が接触
型スイッチである場合には、何れか一方は検出スイッチ４３と接触するように配置される
のが望ましい。
【００４５】
　次に、図９は、転送手段として、収納ケース３１を媒体とした間接的転送方式を用いた
ものであって、収納ケース３１の測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２の位置決
め部３２、３３の底部等に前述した電気的転送方式、光学的転送方式、音響的転送方式、
電波的（電磁的）転送方式等による間接的転送手段５２の送信部５３と受信部５４を配置
している。そして、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体２２がそれぞれの位置決め
部３２、３３内にセットされた時に、これらセンサーチップ収納体２２と測定装置本体１
１のそれぞれの底面に配置されているパラメータ記録手段３４が間接的転送手段５２の送
信部５３と受信部５４に接触または近接される。そして、センサーチップ収納体２２のパ
ラメータ記録手段３４のパラメータが送信部５３で読み取られて、間接的転送手段５２に
より、受信部５４を介して測定装置本体１１のパラメータ受取手段３５へ転送されるよう
になされたものである。
【００４６】
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　図１０は、図９の実施の形態に記載した間接的転送方式の転送機能部を取り外したもの
であり、間接的転送方式の転送手段が収納ケースより取り外すことができるように構成さ
れている。この様な構成とすることにより、収納ケース外でも、校正することができる。
【００４７】
　　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は上記した実施の形態に限定
されることなく、本発明の技術的思想に基づいて各種の変更が可能である。
【００４８】
　例えば、上記した実施の形態では、測定装置本体１１とセンサーチップ収納体との両方
を収納ケース３１内に収納して、パラメータの自動転送を行うように構成したが、例えば
、測定装置本体１１のみを収納ケース内に収納（セット）し、センサーチップ収納体２２
を収納ケースに近づけることにより、パラメータをセンサーチップ収納体２２から測定装
置本体１１へ自動転送する方式を採用することもできる。
【００４９】
　以上のように構成された本発明の体液成分分析システムは、センサーチップから測定装
置本体へのパラメータの自動転送を行えるので、パラメータのロットが変わった際に、使
用者がその都度メモリキー等を差し換えたり、パラメータをいちいち測定装置本体に装着
しなくても、パラメータの校正を自動的に行える。
【００５０】
　また、現状校正が必要な消耗品であるセンサーチップのロットが変わった際に、使用者
が意識せずに確実にパラメータの校正に必要な情報を測定装置本体に入力することができ
、本来測定装置本体自体の持つ測定精度を保つことができる。このため、糖尿病患者が安
心して血糖測定を行うことができる。
【００５１】
　また、使用者が意識することが無いため、実質的に無校正と同等の使い勝手を与えるこ
とができるため。糖尿病患者の煩わしさを軽減することができる。
【００５２】
　特に、光学的な測定を応用した実施例では、センサーチップ収納体にバーコードやその
他の記号等を記載するだけでよく、消耗品であるセンサーチップの経費増加につながらな
い。また、収納ケースに特別な装置を付加せずに実現できるため、収納ケースの経費増加
にもつながらない。
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